
様式１

[道 路 局　自動車駐車場事業費会計]

1-1-1 1 自動車駐車場運営費

事　業　評　価　書　目　次　（令和２年度）

款項目 評価書番号 事　　業　　名
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（様式２－２）

1 款 1 項 1 目 1 － 1 － 1

■ ■ ■

□

□ 法令に基づく義務的経費 □ 内部事務経費のみ

■ 有 □ 無

上記の指標で定量的な設定が
困難な理由

事
業
実
績

達成指標

事
業
概
要

8,195千円 85,416千円

課長 係長 係

概算人件費 27,203千円 27,252千円 27,234千円 27,234千円

総 事 業 費 531,995千円 470,433千円 478,629千円 564,045千円

増▲減 ― ▲ 61,561千円

再任用職員

本資料は、公正・適正に作成しました。 松本　英之 夏目　勝幸 佐藤　智

事
業
評
価
の
視
点
に
よ
る
点
検
・
検
証
・
評
価

本市が行う
必要性

現時点で駐車場が充足されているとはいえ、民間駐車場や暫定利用の駐車場は、景気などにより用途変更されると将来的に不足して
しまう。関内関外および横浜駅周辺において、違法駐車による渋滞の緩和や事故防止を担保するため、必要な駐車台数を確保する。

事業目的に
対する
有効性

需要に合わせて、年中無休や２４時間営業（一部除く）など、安定的な駐車台数を供給している。

本事業の
効率性・
類似性

運営費の縮減を図るため、令和２年度から指定管理者制度を導入した。

市民等外部
意見を聴取

する仕組みと
反映状況

指定管理者制度の導入に伴い、指定管理者による自己評価（利用者アンケート等）を実施する。

自己評価や
外部意見を
踏まえた

事業見直し
の方向性

繰越金や一般会計からの繰入金に頼らない運営体制の確立を目指すとともに、指定管理者選定評価委員会による第三者評価を実
施していく。

差▲引 96,908千円 59,299千円 113,765千円 33,655千円

3.1人

0.0人 0.0人

執行率（％） 84% 88% 80% 94%

人
件
費

一般職職員 3.1人 3.1人 3.1人

0.0人 0.0人

338,326

388,639 379,025

予算額・
執行額、
事業費の

推移

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

現計予算額 601,700千円 502,480千円 565,160千円 570,466千円

支出済額 504,792千円 443,181千円 451,395千円 536,811千円

繰越額 0千円 0千円 0千円 0千円

指標名（単位） 平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績

316,772

駐車料金（千円）
目標 378,122 376,539 400,448 401,896

実績 386,347 397,520

駐車台数（台）
目標 319,488 326,091 344,944 342,087

実績 332,912 338,583

事業の目的
(事業開始の

経緯）

違法駐車の解消と地域の活性化を目的として、民間駐車場が不足している地域で、道路下などを利用して平成３年度から地下駐車場
を整備し、平成９年度から15年度に完成した６駐車場の運営を行っている。

・地下駐車場における管理運営
・地下駐車場における設備改修工事

令　和　２　年　度　事　業　評　価　書　

令和元年度
事業名

所管区局・課 道路局施設課
令和２年度
事業評価書

番号自動車駐車場運営費

実施根拠
法律 条例 規則 具体的

名称
道路法、横浜市道路附属物自動車駐車場条例、横浜市道路
附属物自動車駐車場条例施行規則

具体的な
事業内容

本事業は右記に該当するため、以降の記載を一部省略します。

1

法令等

その他
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